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シュ（Danio reio）の最大寿命は 5.5 年であるのに対し、ヒト（Homo sapiens）では 122.5 年、














































































IGF1 や HMGA2 といった寿命と体サイズ両方に関与する遺伝子に加えて、機能未知のロングノ
ンコーディング RNA 遺伝子が関わっている可能性が示された。また、体サイズに依存する寿
命が長い犬種では哺乳類全体に比べて癌抑制遺伝子への純化選択が弱くなっている可能性が
示唆された。これら２つの研究から、寿命における IGF1 関連遺伝子群の重要性と、癌抑制遺
伝子のような種間と種内で異なる進化傾向を示す寿命関連遺伝子群の存在を示唆した。池本
篤史氏の研究は、寿命の進化に関わる遺伝的要因について種間と種内の視点から取り組み、
寿命進化の類似性と相違性を明らかにした初めての研究である。 
さらに、進化学的なアプローチによって、寿命の解明に新たな知見を与える研究となった。
これらの研究は、池本篤史氏が主導で行った研究で、池本篤史氏は自立して研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，池本篤史氏提出の
論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
